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盲ろう者が通院する際、単独か、ご家族または通訳・介助員と一緒に、という３パターンが
考えられます。障害の状態によっては、医師と直接会話ができる場合もあれば、ご家族や通
訳・介助員から通訳を受けて会話をする場合もありますので、盲ろう者から家族または通訳・
介助員を同席させてくださいと申し出があった際は、認めていただけるようお願いします。

会話方法は、できるだけ盲ろう者の希望に沿った方法でのご対応をお願いします。盲ろう者
のコミュニケーション方法はさまざまです。音声で会話をできる方、筆談ボードを持ってい
る方、手のひらに文字を書けば通じる方もおられますので、状況に応じたご対応をお願いし
ます。なお、会話をする際は、必ず最初にあなたの名前をお伝えください。

コミュニケーション方法によっては、盲ろう者が受信するまでに時間を要するものもありま
す。基本的にゆっくり、はっきりとお話しいただけるようご配慮をお願いします。

単独で来られた盲ろう者の場合、施設内の放送が聞こえなかったり、案内表示が見えないた
めに、状況を把握できないことがあります。こうした情報が伝わっていないと感じたときは、
本人の正面まで来て、肩か腕を軽くたたき、盲ろう者の注意をあなたに向けてから、会話を
始めてください。

受付や診察室への移動介助をしていただける場合は、盲ろう者の半歩前に立ち、盲ろう者の
手をあなたの肩に置くか、あなたの肘の少し上を掴んでもらうようにしてください。また、
椅子にご案内する際は、盲ろう者の手を椅子に導き、椅子の特徴がわかる部位（座面や背も
たれなど）を触ってもらってください。

通訳・介助員がいるときでも、盲ろう者本人に向かって
話してください。あくまでも、主体は盲ろう者本人です。

たとえば、目の病気が「網膜色素変性症」と診断されても、
それが症候群性疾患（アッシャー症候群など多数）であ
る場合もあるので、適切な診療のために難病の専門家に
よる診療をご検討ください。

　ここまでご紹介してきたように、盲ろう者が抱える困難を解消
する上で、周囲の人の支援は欠かせません。しかし、早朝から夜
間まで、いつどんな時でも支援してくださる人がいるとは限りま
せん。また、電子メールで連絡を取りあったり、ＳＮＳで他者と
つながりたいと思う盲ろう者もいます。
　そこで活用できるのが、各種情報機器です。盲ろう者が活用し
ている情報機器の多くは、視覚障害者向けに作られたものが多く、
盲ろう者が使えるようになるためには、さまざまな工夫や訓練が
必要です。

　たとえば、まだ視力が残っている人は、拡大読書器やタブレッ
トなどを使って、文字を大きく表示したり、文字のフォントや色
を変えたりして、情報を得られる可能性があります。
　また、聴力が残っている人は、スクリーンリーダーという画面
上の文字情報を読み上げるソフトをパソコンにインストールし、
スピーカーやヘッドホンなどの音声出力装置を調整することで、
ある程度パソコンを操作できる可能性があります。
　視力も聴力も失った「全盲ろう」の人は、点字を習得できれば、
単体でインターネットにアクセスできる点字情報端末（ブレイル
センスなど）や、点字を出力する機器（点字ディスプレイ）をパ
ソコンやスマートホンに接続することで、情報を得られる可能性
があります。
　このほか、最近では、聴覚障害者向けの電話リレーサービスを、
盲ろう者も使えるように検証する取り組みも進められています。

　もっとも、こうした情報機器があれば、盲ろう者が抱える困難
のすべてが解消されるわけではありません。しかし、盲ろう者が
情報機器を使えるようになれば、災害が起きたときなど、万が一、
周囲の人の支援を得られない状況の時に、自分で情報を得たり、
発信できる可能性があります。
　まずは人ありき、加えて情報機器を活用することで、盲ろう者
の生活がより豊かになる可能性があるのです。

病院、診療所の方へ盲ろう者が独力で情報を得るためには

盲ろう児・者が医療を必要とする時に、または盲ろう児・
者の診療にあたる医療関係者が連携先を必要とする時に、
地域の施設や支援を検索できるサイトが、2018 年に開
設しました。今後、掲載地域を拡大していく取り組みが
進められています。また、同サイトでは電話相談窓口も
設置されています。（運営元：国立病院機構東京医療センター 臨床

研究センター 聴覚・平衡覚研究部）

視覚聴覚二重障害の医療  ～盲ろう医療支援情報ネット～  のご紹介

ページ中央にある「盲ろう支援検索サイト」の「一般の皆さま」を
開くと、盲ろう児・者のための医療施設や各種支援を検索できます。
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盲ろう者を知るための本・映画のご紹介
●書籍

●映画

『盲ろう者への通訳・介助』
—「光」と「音」を伝えるための
方法と技術
全国盲ろう者協会編 著
読書工房

盲ろう者のサポートのため生み出
されてきた、多種多様な通訳・介
助の方法と技術を解説したテキ
スト。

『指点字ガイドブック』
—盲ろう者と心をつなぐ
認定NPO法人東京盲ろう者友の会編著
読書工房

盲ろう者のコミュニケーション
の方法の一つとしてよく知られ
る「指点字」をわかりやすく学ぶ
ことができる初めてのガイド
ブック。

『ぼくの命は
言葉とともにある』
—９歳で失明
18歳で聴力も失った
ぼくが東大教授となり
考えてきたこと
福島 智 著
致知出版社

全盲ろうとなってから、他者と
のコミュニケーションをいかに
復活させ、言葉＝情報を再び得
ることができるようになったの
かを振り返る。

『もうろうをいきる』
（ドキュメンタリー映画）

西原孝至 監督
シグロ製作/パラブラ配給　91分

新潟県佐渡島で一人暮らしをす
る女性、宮城県石巻市で震災に遭
いながらも地域で生きることを
選んだ男性など、日本中のさまざ
まな地域で暮らす盲ろうの人た
ちに密着。盲ろう者自身について
や、盲ろう者と周囲の人たちとの
関係性を描くドキュメンタリー。

『手のひらから広がる未来』
—ヘレン・ケラーになった女子大生
荒 美有紀 著
朝日新聞出版

おしゃれ・スイーツ・フランスに
憧れる著者は、大学生のとき、突
然難病を発症して光と音を失い、
盲ろうとなる。病との闘い、休
学を余儀なくされ、絶望の日々、
そんな中から希望の光を取り戻
し、「幸せは自分の心が決めてい
いんだ」と語る。

『めだかの学校の仲間たち』
—見えなくて聞こえない
やっこの手のひらの旅
山岸康子 著
思想の科学社

前作『手のひらで知る世界』から
27年ぶりの作品。盲ろう者なら
ではの事件や事故、果ては病ま
で。見えない、聞こえない人生
を出会った人々を仲間にして明
朗に、自然に生きる！

『ハーベン』
—ハーバード大学法科大学院初の
盲ろう女子学生の物語
ハーベン・ギルマ 著
齋藤 愛、マギー・ケント・ウォン 訳
明石書店

サハラ砂漠の灼熱の太陽の下で
の学校建設から氷山を登る体験、
ホワイトハウスでのオバマ大統
領との会見まで、障害を革新の
チャンスと捉え、すべての人の
アクセシビリティ向上をめざす
弁護士として活躍する盲ろう女
性の回想録。

『桜色の風が咲く』
（劇映画）

松本准平 監督
小雪、田中偉登、吉沢悠 出演
GAGA配給　113分

世界で初めて盲ろう者で大学教
授になった福島智の幼少期から
大学受験までを描く。暗闇と無
音の世界で、孤独にさいなまれ
る智に希望を与えたのは、令子
が彼との日常から考案した新し
いコミュニケーション手段「指点
字」だった。

ご家族、ご友人の方へ

『桜色の風が咲く』4,290円（税込）
発売・販売元：ギャガ
©THRONE / KARAVAN Pictures

『もうろうをいきる』4,180円（税込）
発売・販売元：パラブラ
製作：シグロ
© 2017 Palabra 
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盲ろう者本人（以下、本人）は、盲ろうという障害を受け容れるまでに時間を要します。
少しずつ情報をお伝えするなど、できるだけ本人の気持ちに寄り添うように話してみて
ください。また、同じ障害のある仲間と話すことで、気持ちが落ち着くこともあります。
ご家族の中で抱え込まず、盲ろう者支援団体を頼ってみることも一つの方法です。

本人の表情や仕草を見ながら、ゆっくりコミュニケーションをとりましょう。本人から
の発信がわかりづらい場合は、口の形や身ぶりサインが手がかりになる場合もあります。

あいづちを大切にしましょう。全く反応がない相手と会話をすることは、健常者でも苦
痛に感じるものです。本人の手の甲や肩をポンポンと軽く叩いてあいづちを示すことで、
相手が話を聞いてくれているという安心感を得られます。本人が好む方法を決めておく
と良いでしょう。なお、最初は自分の体に触られることに抵抗感をもたれる場合もあり
ますので、本人の気持ちに寄り添いながら試してみてください。

本人に情報が伝わりづらい場合、伝え方を変えてみるのも一つの方法です。例えば手書
き文字の場合、背中に書いてみる、「ひらがな」を使っていたなら「カタカナ」で試して
みる、本人の指に手を添えて直接伝えたい言葉を書く、といった方法が挙げられます。

複数の方と話すときは、つい早口になったり、一度に複数の人が話したりしてしまいが
ちです。なるべくゆっくり、一人ずつ話しましょう。そして話し手を明確にしましょう。
ご家族やご友人が通訳をする際は、話し手の名前を伝えてから、発言内容をそのまま伝
える方法（直接話法）を試みてください。そうすることで、本人も会話の輪に加わって
いると実感できます。

本人ができることは、手を出したり、代わってやってあげるのではなく、できるだけ見守っ
てください。動作がゆっくりなのは、目や耳からの情報が入らない（入りにくい）ためです。

本人が自分で置いた場所から物を移動させないでください。やむを得ず移動させる場合
は、本人に移した場所を伝えて、物を触って確認してもらってください。



あなたのお近くの盲ろう者団体の連絡先

社会福祉法人全国盲ろう者協会
〒162-0042
東京都新宿区早稲田町67番地　早稲田クローバービル３階
電 話 03-5287-1140
FAX  03-5287-1141
月～金　9:00 ～ 17:30（定休日：土日祝日）
アクセス　東京メトロ東西線早稲田駅から徒歩２分
Eメール　info@jdba.or.jp
URL　http://www.jdba.or.jp/

盲ろうについてお困りの方がおられましたら、下記までご連絡ください。

編集・発行

このパンフレットは、教職員共済生活協同組合・中央共同募金会、ならびに、こくみん共済 coop〈全労済〉より助成いただき作成しました。


